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　最近は，大学改革の記事が新聞には載らない日はないく

らい盛んな議論が行われています．大学がイノベーション

を起こすために力を尽くさねばならないことは理解できま

すが，こうした改革が長い眼で見て，我国や日本の大学の

ための確かな方向を示しているのか，疑問に思うことがよ

くあります．

　その一例が入試改革です．「能動的に考える人を育てる

ため，入試を改革する」とのこと．この目標自体は間違っ

てはいないと思いますが，しかし，人生のある時代に，既

に古典となった先人の研究を一生懸命に学び理解し，沢山

のことを記憶することは，その先にある「考え創造する」

ためには必要なことです．

　上記の入試改革のかわりに，大学の出口である就職試験

に，「専門知識をベースにした課題解決能力と課題発見能

力，もっと言えば，新しい価値を創造する力」があるかど

うかを選考すれば，大学生の学問への姿勢も，大学の意識

も明確に変わるでしょう．それだけのことで社会が大きく

変わると思います．

　しかし，それが会社の人事担当者にできないとすれば問

題ですし，仮に 1社だけ行うと，その会社の人気が落ちる

からそれに似合うよう給料を上げなければならないという

隠れた背景があるとすれば，結局，現在の大学入試改革は，

「即戦力となり得る優秀な学生を“安価に”集めたい」と

いう一部の産業界における経済活動の観点に基づく希望な

のかもしれません．

　大学の使命は，次代を担う学生の育成とともに，育成に

必要な「正解の分からぬ課題」への挑戦です．寝食を忘れ

てしまう程の強い知的好奇心と解決されたときに手中に収

める喜びが，課題解決の原動力です．こうした研究と教育

の「純粋さ」を，長期的視野のない改革の犠牲にしては欲

しくないと思います．

　この「超音波医学」も，そのような成果を出そうとする

「純粋な研究」の推進に貢献できれば，編集者としては大

変幸いです．
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